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研究計画内容 【研究背景】 

 近年、気候変動と生物多様性問題は深刻な問題として考えられている。特に生物多様性

問題に関して、世界経済フォーラム（WEF）(2020)は、世界全体の GDP の半分以上に相当

する 44 兆米ドルもの経済的価値が生物多様性に依存しており、過去に人類が経験したこ

とのない生物多様性の喪失によって、これらの経済的価値が損なわれるリスクにさらされ

ていると指摘している。また、気候変動と生物多様性の問題はこれまで別々の問題として

議論されることが多かったが、現実には、自然保護と再生に取り組むことなくして気候変

動を含む地温暖化問題を解決することは難しいため、気候変動問題と生物多様性問題は密

接に関係していると言える。 

そこで、それらの問題を解決するために我々は、ESG に着目した。ESG とは環境

（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）の頭文字を取って作られた

言葉である。また、その ESG を含む ESG 投資とは環境（Environment）、社会（Social）、

企業統治（Governance）に配慮した企業を重視した投資を行い、持続可能な発展を目指す

ことである。この ESG投資が促進されていけば、気候変動や生物多様性の問題を解決する

ことにつながるのではないかと考えた。 

【研究内容】 

本研究では、注目されつつある一方で、広まりきらない生物多様性問題への ESG投資に

ついて気候変動の事例や生物多様性主流化の阻害要因を参考にしながら、ESG投資と生物

多様性問題の関係を分析する。生物多様性には気候変動対策指標として使われる CO2 削

減量のようなわかりやすい定量的指標はないが、建物緑化，事業所・プロジェクトおよび

企業活動全般を対象とした様々な生物多様性に関する評価手法があるため、それらを使っ

て、ESG投資との関係性を分析する。 

【期待される効果】 

生物多様性と ESG投資の関係性が明らかになることで、気候変動や生物多様性問題解決

のために企業や投資家がどう取り組んでいけば良いかが明確になることが期待される。こ

れにより、企業や投資家が動きやすくなり、生物多様性拡大の手助けとなると考えられる。

さらに、生物多様性への投資が増えることで、生物多様性と相互に影響する気候変動や地

球温暖化問題への新たな解決策が見つかることが期待される。 
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